
●受講料●１名〈税込み、資料代込〉 

正会員 39,960 円 本体価格 37,000 円 

一 般 43,200 円 本体価格 40,000 円 
●申込書に所定事項ご記入の上、下記担当者あて FAX または E-mail

にてお送りください。後日（開催日１週間～１０日前までに）、受講

票・請求書をお送り致します。 

●会員企業のご確認、その他セミナーに関するご不明な点につきまし

ては、当会ホームページより〔ＴＯＰ〕→〔公開セミナー〕→〔よく

あるご質問〕をご参照下さい。 

●最少催行人数に満たない場合は、中止とさせていただくこともあり

ますので、ご了承下さい。 

●申込書をＦＡＸでご送信頂く場合、ＦＡＸ番号を間違えないよう 

ご注意ください。当会のホームページ(https://www.bri.or.jp)からも

お申込みいただけます。 

＊お申込み後のキャンセルは、原則としてお引き受けいたしかねます

ので、お申込者が出席できない場合、代理の方のご出席をお願いしま

す。 

一般社団法人 企業研究会 第３研究事業Ｇ 
担当：宇田川  E-mail: udagawa@bri.or.jp 
〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町３１ＭＴビル２Ｆ
TEL 03-5215-3512  FAX 03-5215-0951 

 

 

『積水化学工業における知的財産活動』 

～経営への発信・最近の施策展開～ 
 

●日 時●２０１５年 ５月 １５日（金）１４：００～１７：００ 
●会 場●東京・麹町『企業研究会 セミナールーム』 TEL：０３-５２１５-３５１２  
◆ 開催にあたって                                     

        企業が競争力を高め、成長を続けるには、研究開発力や知財力を駆使した事業戦略を行うことが肝要です。 

        そのためには事業と研究開発と知的財産戦略の整合、三位一体化の知財活動を推進できる人材の育成、さらに事業 

        強化のための知財戦略を築かなければなりません。 

        本講座では、第一線の実務家を講師に迎え、戦略的な権利取得、権利活用や戦略的ライセンス交渉さらに知財活動の  

        “見える化”などについて実務課題を解決します。 

 
 ◆本講座は『企業経営に資するための知的財産の戦略的管理（全４回）』の第 3回です。◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

【事例研究／１４：００～１６：００】 

『積水化学における知的財産活動』 
  ～経営への発信・最近の施策展開～ 

               積水化学工業株式会社 知的財産部長 石原 幹也氏  
   １．積水化学工業と知的財産 
      （１）知財部隊に求められるミッション・機能        （２）カンパニー分散体制 
   ２．経営への発信（経営との関わり）   
   ３．最近の施策展開 
      （１）知財文化の盛り上げ 
         ①Ｐバッジ活動         ②ランクアッププログラム      ③契約・交渉力講座    
      （２）グローバル対応 
         ①ネイティブ部員の採用と育成    ②海外出願の活性化 
      （３）開発テーマ企画力向上への貢献 
         ①競合丸裸分析        ②オープンイノベーション支援 
   ４．今後の方向性    
       ≪えこひいき活動≫   ≪海外出願活性化≫   ≪知財軍師構想≫など 

【解説講義／１６：００～１７：００】  

  「経営への発信」 
①�  経営の発信の視点と課題   ② 議論へのポイント ③ 有効な情報発信のため何が必要か  

                            鶴見 隆 氏  職業能力開発総合大学校客員教授・工学博士 

第１０期 企業経営に資するための知的財産の戦略的管理 【第３回】 

一般社団法人企業研究会 セミナー事務局宛 F A X  0 3 - 5 2 1 5 - 0 9 5 1  

1 4 0 0 5 8   2 0 1 5 . 5 . 1 5 ( 金 )  

申込書  ♢積水化学における知的財産活動～経営への発信・最近の施策展開～ 

会社名  

住 所 
〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

ご氏名 

フリガナ 所属 

役職 

 

Ｅメール  

 
フリガナ 所属 

役職 

 

Ｅメール  

＊お客様の個人情報は、本研究会に関する確認・連絡、および当会主催のご案内をお送りする際に利用させて頂きます。 

 

東京大学理学部化学科卒業。旭化成（株）に入社同社の研究員としてベンベルグ不織布、人工腎臓用中空糸膜、ウイルス
分離膜等の開発に従事。旭化成株式会社知的財産部長就任時、特許情報を軸とした三位一体の社内改革を実行する。（前）
東京農工大学大学院技術経営研究科教授。現在、㈱戦略データベース研究所の所長に就任。知的財産高等裁判所専門委員 
㈱知財デザイン取締役を兼務。工学博士 
 

 

http://sdb-ri.com/

